
シリーズ・学問小史（5）

ジェンダー論文献案内

平田　さくら∗

1 はじめに

「女性」をめぐる学問は、ますます研究領域を拡張しながら、多様な視

点から論じられ、進展を続けている。フェミニズム、ジェンダー、女性学、

男性学、セクシュアリティなどの用語を書名に掲げた文献だけでも膨大な

数に昇る。

ここでは、1 書誌（単行本） 2 参考図書　3 分野別文献リスト（図書
のみ）に分けて文献目録を作成した。3の分野別文献リストは、『女性問
題キーワード111』（ドメス出版、1997）と『フェミニズム』（竹村和子著
岩波書店、2000）掲載の参考文献を基本に、そのほかの文献目録から補っ
た。分け方は『女性問題キーワード111』を参考にしたが、各分野は相互
に重なり合っているので、明確なものではない。外国語文献については、

邦訳のあるもの以外は今回は除外したので、『女性学ブックガイド 日英対

照』や各図書の参考文献などを参照してほしい。記述内容は書名、巻次、

著者・編者名（翻訳者は省略）、出版者（発買者）、出版年、文献注記、明

治大学の請求記号で、各分野の配列は出版年順である。

なお、図書館では「女性学」についての予算枠を設けて、収集に努めて

いる。
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2 書誌

• 『婦人問題書誌の書誌』国立婦人教育会館編刊　 1981　 367/29//J

• 『日本女性研究基礎文献目録』内野久美子編著　学陽書房　 1981
367/27//J　 R367/6//W

• 『婦人問題文献目録』図書之部1 明治期編、2 大正期・昭和戦前期
編，3戦後編（1945-75）国立国会図書館参考書誌部編　国立国会図
書館　1980-1983　 367/25//J

• 『婦人・家庭生活に関する27年間の雑誌文献目録』昭和23年-49年
日外アソシエーツ　1983　 367/50//J　 R367/10//W

• 『婦人生活住宅に関する10年間の雑誌文献目録』昭和50年-59年　
日外アソシエーツ　1987　367/50//J　R367/10//W

• 『日本女性史研究文献目録』1-3　女性史総合研究会編　東京大学出
版会　1983-1994　 367/30//J　 R367/7//W

• 『女性学ブックガイド: 「青鞜」からフェミニズムまで』 女性学研
究所編　至文堂　1988 （現代のエスプリ別冊） 367.03/1//H

• 『女性学ブックガイド 日英対照』[1]-2　ランカスター大学女性学研
究センター編　三修社　1995-1997　367/51//J（[1]のみ）

• 『女性・婦人問題の本全情報』45/94、95/98　日外アソシエーツ（紀
伊國屋書店）1996-1999　367/52//J　R367/21//W　

• 『女性問題図書総目録』2001年版 女性問題図書総目録刊行会 2001
＊年刊　書店で無料配布

3 参考図書

• 『女性問題キーワード111』横浜市女性協会編　ドメス出版　1997
所蔵なし



• 『フェミニズム事典』新版　明治書院　 1998　文献: p453-495　
R367/23/B/H　R367/16//W　R367/7//S

• 『女性関連法データブック: 条約・勧告・宣言から国内法まで』
国際女性の地位協会編　有斐閣 1998　参考文献: 章末
R367/33//H　R367/18//W

• 『フェミニズム理論辞典』M.ハム著　明石書店　1999
文献: p363-414　R367/35//H　R367/20//W

• 『世界女性史大事典』L.ブレイクマン編　日外アソシエーツ　1999
367.2/111//H　R367/19//W

• 『女性のデータブック: 性・からだから政治参加まで』第3版　
井上輝子，江原由美子編　有斐閣　 1999　参考文献: p284-296　
367.2/117//H

• 『現代フェミニズム思想辞典』ソニア・アンダマール， テリー・ロ
ヴェル， キャロル・ウォルコウィッツ著　明石書店　 2000
参考文献: p403-485　 R367/39//H　 R367/23//W

• 『フェミニズム歴史事典』ジャネット・K・ボールズ， ダイアン・
ロング・ホーヴェラー編著　明石書店　 2000　参考文献: p362-446
R367/41//H　R367/25//W

• 『『青鞜』人物事典 : 110人の群像』らいてう研究会編　大修館書店
2001　個人別参考文献一覧: p240-253
R367/43//H　R367/28//W

4 分野別文献リスト（図書のみ・1部雑誌もあり）

4.1 フェミニズム

• 『黒い皮膚・白い仮面』フランツ・ファノン著　みすず書房 （フラ
ンツ・ファノン著作集1） 1970　316.84/16//H　316/124//W



• 『性の政治学』ケイト・ミレット著　自由国民社　 1973
巻末: 参考文献　367.01/2/B/H　367/95//W

• 『性の署名 : 問い直される男と女の意味』　ジョン・マネー，
パトリシア・タッカー著　 人文書院　 1979　参考資料: p306-308
141.9/5//H

• 『女性の権利の擁護 : 政治および道徳問題の批判をこめて』メアリ・ウ
ルストンクラーフト　未来社　1980　367.8/36//H　367/178//W

• 『主婦論争を読む: 全記録』1，2　上野千鶴子編　勁草書房　1982
主婦論争全資料: 2: p275-281　367.01/55/B/H　367.3/6//W

• 『性の植民地 : 女の性は奪われている』キャスリン・バリー著
時事通信社　1984　367.7/16//H　367/225//W

• 『資本制と家事労働 : マルクス主義フェミニズムの問題構制』
上野千鶴子著　海鳴社　1985（Monad books35）参考文献: p76-78
367.2/37//H

• 『家事労働に賃金を: フェミニズムの新たな展望』マリアローザ・ダ
ラ・コスタ著　インパクト出版会 （イザラ書房） 1986
367.2/90//H

• 『性的差異のエチカ』リュス・イリガライ著　産業図書　 1986　
152/12//W

• 『新しい女性の創造』増補版　ベティ・フリーダン著　大和書房
1986　367.01/67//H　367/132/B/W

• 『ひとつではない女の性』リュース・イリガライ著　勁草書房　 1987
143.5/1//W

• 『フェミニズムと権力作用』江原由美子著　勁草書房　 1988
367.8/82//H　367/322//W



• 『フェミニズム論争 : 70年代から90年代へ』江原由美子編　勁草
書房　1990　文献: 巻末p7-18　367.8/90//H　367/382//W

• 『家父長制と資本制 : マルクス主義フェミニズムの地平』
上野千鶴子著　岩波書店　1990　参考文献: p309-325
367.3/84//H　367/433//W

• 『新フェミニズム批評: 女性・文学・理論』エレイン・ショーウォー
ター編　岩波書店　1990 （SELECTION 21）
367.01/81//H　367/374//W　367/61//S

• 『ディスタンクシオン: 社会的判断力批判』1-2　ピエール・ブル
デュー著　藤原書店　1990 （Bourdieu library）
361.04/86//H　361/1780//W　361/596//S

• 『ニュー・フェミニズム・レビュー』1-6　上野千鶴子 [ほか]編　学
陽書房　1990-1995　所蔵なし

• 『働く/働かない/フェミニズム : 家事労働と賃労働の呪縛？！』小
倉利丸，大橋由美子編著　青弓社　1991 （クリティーク叢書6）
366/1051//W

• 『ポスト植民地主義の思想』G.C.スピヴァック著　彩流社　1992
304/875//H　304/817//W

• 『母の庭をさがして』[正]，続　アリス・ウォーカー著　東京書籍　
1992-1993（アリス・ウォーカー集 1-2） 934/97//H　934/244//W

• 『メデューサの笑い』エレーヌ・シクスー著　紀伊国屋書店　 1993
著作目録: p351-354　367/519//W

• 『近代とはいかなる時代か？ : モダニティの帰結』アンソニー・ギ
デンズ著　而立書房　1993　主要著作一覧: p252
361.6/324//H　361/2189//W



• 『リブとフェミニズム』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1994
（日本のフェミニズム1） 参考文献・読書案内: p33-35
367.08/7//H　367/93//S　

• 『フェミニズム理論』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1994
（日本のフェミニズム2） 367.08/7//H　367/93//S

• 『フェミニズム』スーザン・アリス・ワトキンズ [ほか]著　心交社
1994 （知的常識シリーズ2） 参考文献: p172-173　所蔵なし

• 『白さと想像力: アメリカ文学の黒人像』トニ・モリスン著　朝日
新聞社　1994 （朝日選書499） 所蔵なし

• 『女性・ネイティヴ・他者 : ポストコロニアリズムとフェミニズム』
トリン・T・ミンハ著　岩波書店　1995　トリン・ミンハ作品一覧:
巻末p20-22　367.2/73//H　367/606//W　367/99//S

• 『フェミニズムはだれのもの？』松井やより [ほか]著　増進会出版
社　1996 （Z会ペブル選書 5） 所蔵なし

• 『フェミニズム入門』大越愛子　筑摩書房　 1996（ちくま新書 062）
所蔵なし

• 『世界を変えた女性たち : 現代アメリカ・フェミニズム史』マーシア・
コーエン著　誠信書房　1996　文献: p436-[445]　367.25/12//H

• 『東アジアの家父長制 : ジェンダーの比較社会学』瀬地山角著　勁草
書房　1996　文献: 巻末pvi-xxv　367.22/26//H　367/658//W

• 『闘争するフェミニズムへ』大越愛子著　未来社　 1996
367.21/159//H　367/626//W

• 『なにが女性の主要な敵なのか : ラディカル・唯物論的分析』クリス
ティーヌ・デルフィ著　勁草書房　1996　参考文献: 巻末pviii-xiii
367.2/71//H　367/656//W



• 『月が赤く満ちる時: ジェンダー・表象・文化の政治学』トリン・T・
ミンハ著　みすず書房　1996　934/101//H　934/69//S

• 『フェミニズムと演劇 : その理論と実践』ゲイル・オースティン著
明石書房　1996　901.2/36//H　901/814//W

• 『眠れる美女にさよならのキスを : メルヘンと女性の社会神話』
マドンナ・コルベンシュラーグ著　柏書房　 1996（ポテンティア叢
書 44） 所蔵なし

• 『フェミニズム』江原由美子，金井淑子編　新曜社　 1997（ワード
マップ）参考文献: 各章末　367.01/122//H　367.1/6//W

• 『ブラック・フェミニストの主張 : 周縁から中心へ』ベル・フック
ス著　勁草書房　1997　参考文献: p243-247　367.1/13//W

• 『現代フェミニスト思想入門』M・エヴァンス著　明石書店　1998
参考文献: 巻末pviii-xxv　所蔵なし

• 『「青鞜」を読む : Blue stocking』日本文学協会新・フェミニズム
批評の会編　学芸書林　1998　367.21/209//H　367.2/2//W

• 『女たちのフランス思想』棚沢直子編　勁草書房　 1998　巻末: 著
作リスト（piii-xi）367.23/12//H　367/126//S

• 『文化と帝国主義』1，2　エドワード・W・サイード著　みすず書
房　1998-2001 　902/171//H　902/268//W

• 『「青鞜」を学ぶ人のために』米田佐代子，池田恵美子編　世界思想社
1999　主要参考文献目録: p246-263　367.2/116//H　367.2/20//W

• 『プリミティヴへの情熱 : 中国・女性・映画』レイ・チョウ著
青土社　1999　778.2/54//H

• 『現代フェミニズム理論の地平 : ジェンダー関係・公正・差異』
有賀美和子著　新曜社　2000　367.1/12//H　367.1/28//W



• 『フェミニズム』竹村和子著　岩波書店　 2000
（思考のフロンティア） 基本文献案内: p121-126
367.1/31//H　367.1/38//W　367/139//S

• 『フェミニズムのパラドックス : 定着による拡散』江原由美子著
勁草書房　2000　367.1/25//H　367.1/41//W

• 『ウィメンズ・アメリカ』資料編　リンダ・K・カーバー [ほか]編著
ドメス出版　2000　参考文献: p398-407　367.2/129//H

• 『ハンナ・アーレントとフェミニズム : フェミニストはアーレントを
どう理解したか』ボニー・ホーニッグ編　未来社　 2001　所蔵なし

4.2 女性学、女性史

• 『女性学入門: 女性研究の新しい夜明け』冨士谷あつ子編　サイマ
ル出版会　1979　各章末: 参考文献　所蔵なし

• 『女性学研究』1-5　女性学研究会編　勁草書房　1990-1999
P367/12//H

• 『先駆者たちの肖像 : 明日を拓いた女性たち』東京女性財団編著　東
京女性財団（ドメス出版） 1994　文献: p220-254　281.04/125//H

• 『エンパワーメントの女性学』村松安子，村松泰子編　有斐閣　 1995
（有斐閣選書） 引用・参考文献: 各章末
367.2/70//H　367/601//W

• 『学んでみたい女性学 : フェミニズムと女性の生活』中田輝子 [ほ
か]著　ミネルヴァ書房　1995 （シリーズ〈女・あすに生きる〉5）
読書案内: p195-200　367.2/76//H　367/593//W

• 『共生・参画時代の女性学』西村絢子編　ナカニシヤ出版　 1996　
参考文献: 各章末　367.2/87//H　367/655//W　367/105//S

• 『女性学 : 人間らしく生きるために』佐藤延子 [ほか]著　尚学社　
1996　参考文献: 各章末　367.01/116//H　367/632//W



• 『女性学への招待 : 変わる/変わらない女の一生』新版　井上輝子
著　有斐閣　1997 （有斐閣選書）各章末: 参考文献
367.01/120//H　367/484/B/W

• 『女性学の挑戦 : 家父長制・ジェンダー・身体性へ』金井淑子著　
明石書店　1997　「女性学の挑戦」ブックガイド: p250-251
367.01/119//H　367/679//W

• 『女性学キーワード』岩男寿美子，加藤千恵編　有斐閣　 1997
（有斐閣双書 Keyword series） 文献: p206-212　367.01/126//H

• 『アジア女性史 : 比較史の試み』アジア女性史国際シンポジウム実
行委員会編　明石書店　1997　参考文献: 各章末
367.22/28//H　367/664//W　367/112//S

• 『私の「女性学」講義: ジェンダーと制度』4訂版　小松満貴子著
ミネルヴァ書房　1998 （シリーズ「女・あすに生きる」1）
367.01/127//H

• 『教育と思想』石崎昇子， 塩見美奈子編　吉川弘文館　 1998
（日本女性史論集8） 主要参考文献: p328-330
367.21/183//H　367/665//W

• 『闘う女性の二〇世紀 : 地域社会と生き方の視点から』伊藤康子著
吉川弘文館　1998 （歴史文化ライブラリー）
081.6/102-42//H　081/234-42//W

• 『女性学教育/学習ハンドブック: ジェンダーフリーな社会をめざし
て』新版　国立婦人教育会館女性学・ジェンダー研究室編　有斐閣

1999　各章末: 参考情報　所蔵なし

• 『日本の女性学教育』内海崎貴子著　東進堂　 1999　367.1/10//H

• 『女性史を学ぶ人のために』石月静恵， 薮田貫編　世界思想社　
1999　367.2/109//H



• 『女性と社会 : 女性エンパワメントを求めて』山田昇，江刺正吾編
世界思想社　1999 （Sekaishiso seminar）
367.1/3//H　367.1/2//W

4.3 ジェンダー

• 『ジェンダーの社会学: 女たち/男たちの世界』江原由美子 [ほか]著
新曜社　1989　文献: 章末，p233-244　361.4/413//H　361.4/25//W

• 『地球の再生 : 発言する女たち』レオニー・カルディコット，ステ
ファニー・ルランド著　三一書房　1989　519/294//W

• 『ジェンダーの神話: 「性差の科学」の偏見とトリック』アン・ファ
ウスト＝スターリング著　工作舎　1990 　367/399//W

• 『文化としての他者』ガヤトリ・C・スピヴァック著　紀伊国屋書店
1990　邦訳文献: p424-428　104/311//H　104/415//W

• 『ポルノグラフィ : 女を所有する男たち』アンドレア・ドウォーキ
ン著　青土社　1991　所蔵なし

• 『教科書の中の男女差別』伊東良徳 [ほか]著　明石書店　1991
所蔵なし

• 『才女考 : 「優秀」という落とし穴』バーバラ・A・カー著　勁草
書房　1992　文献: p224-233　367/489//W

• 『ジェンダーと歴史学』ジェーン・W・スコット著　平凡社　1992
（テオリア叢書） 367/491//W

• 『女・アート・イデオロギー: フェミニストが読みなおす芸術表現の
歴史』ロジカ・パーカー，グリゼルダ・ポロック著　新水社　 1992
（ウィメンズブックス11） 702/643//W

• 『ジェンダー』原ひろ子 [ほか]編　新世社 （サイエンス社） 1994
（ライブラリ相関社会科学2） 参考文献等: 各章末　367.04/32//H



• 『ジェンダーの社会学』目黒依子編著　放送大学教育振興会　 1994
（放送大学教材 83061-1-9411） 各章末: 参考文献・引用文献
所蔵なし

• 『性役割』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1995（日本のフェミニズ
ム3） 参考文献・読書案内: p22-25　367.08/7//H　367/93//S

• 『母性』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1995（日本のフェミニズム
5） 参考文献・読書案内: p22-25　367.08/7//H　367/93//S

• 『表現とメディア』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1995 （日本の
フェミニズム7） 参考文献・読書案内: p24-30
367.08/7//H　367/93//S

• 『ジェンダーの社会学』井上俊 [ほか]編　岩波書店　1995
（岩波講座現代社会学11）各章末: 文献　361.08/23//H　361/669//S

• 『世界システムと女性』マリア・ミース [ほか]著　藤原書店　1995
参考文献: p329-344　367/97//S

• 『メディア・セクシズム: 男がつくる女（ファンタジー）』J・ディッ
キー [ほか]編　垣内出版　1995　参考文献等: 論文末　所蔵なし

• 『女子大学論』日本女子大学教育研究所編　ドメス出版　 1995
（女子教育研究双書10） 参考文献等:各章末　376.9/56//H

• 『性の商品化』江原由美子編　勁草書房　 1995（フェミニズムの主
張2） 参考文献: 巻末 pvii-xviii　所蔵なし

• 『ジェンダー・フリーな教育のために: 女性問題研修プログラム開発
報告書』東京女性財団　1995　文献リスト: p92-93　099/3514//H

• 『ジェンダー・アイデンティティ—社会心理学的測定と応用』下條
英子著　風間書房　1997　文献: p207-229　143.01/52//H

• 『ジェンダーの発達心理学』スーザン・ゴロンボク，ロビン・フィ
バッシュ著　田研出版　1997　参考文献: p231-266　141/555//W



• 『社会学』改訂第3版　アンソニー・ギデンズ著　而立書房　 1998
参照文献の一覧: 巻末p32-47
361.01/438/B/H　361/2010/B/W　361/798//S

• 『ジェンダーで学ぶ社会学』伊藤公男，牟田和恵著　世界思想社
1998　参考文献: 各章末
361.04/125//H　361/2657//W　361/820//S

• 『ジェンダーを学ぶ』堤かなめ，窪田由紀編　海鳥社　 1998
367/123//S

• 『ウーマン・ライフ: ジェンダーはいかにして形成されるか』
バーニス・ロット著　日本評論社　1998　参考文献: p[588]-667
367.25/21//H　367/717//W

• 『ジェンダーの西洋史』井上洋子 [ほか]著　法律文化社　1998
367.23/35//H　367.2/3//W

• 『文化と女性』梅村恵子，片倉比佐子編　吉川弘文館　 1998
（日本女性史論集7） 主要参考文献: p337-339
367.21/183//H　367/665//W

• 『ナショナリズムとジェンダー』上野千鶴子著　青土社　 1998
参照文献: p[201]-212　367.01/136//H　367/714//W

• 『シングル単位の社会論: ジェンダー・フリーな社会へ』伊田広行著
世界思想社　1998 （Sekaishiso seminar） 参考文献: p272-275
367.4/60//H

• 『サバルタンは語ることができるか』G.C.スピヴァク著　みすず書
房　1998 （みすずライブラリー） 所蔵なし

• 『ジェンダー』鎌田とし子 [ほか]編　東京大学出版会　1999
（講座社会学14） 文献: 各章末
361.08/26//H　361/2728//W　361/876//S



•『ジェンダー・トラブル : フェミニズムとアイデンティティの攪乱』ジュ
ディス・バトラー著　青土社　1999　367.1/30//H　367.1/9//W

• 『21世紀のジェンダー論』池内靖子 [ほか]編　晃洋書房　1999
参考文献あり　367.1/11//H　367.1/25//W

• 『社会変容と女性 : ジェンダーの文化人類学』窪田幸子，八木裕子編
　ナカニシヤ出版　1999　引用・参考文献: 各章末　367.1/5//W

• 『ジェンダーと「家」文化』坂西友秀著　社会評論社　 1999　引用
文献: p209-216　367.3/137//H　367.3/2//W

• 『ジェンダー学を学ぶ人のために』日本ジェンダー学会編　世界思
想社 2000　付: 参考文献　367.1/16//H　367.1/42//W

• 『ジェンダー秩序』江原由美子著　勁草書房　 2001　参考文献: 巻
末pv-xvi　367.1/47//H　367.1/58//W　367/144//S

4.4 セクシュアリティ

• 『女性のセクシュアリティ』ムスタファ・サーファン著　弘文堂
1982　所蔵なし

• 『女性と狂気』フィリス・チェスラー著　ユック舎　 1984　所蔵なし

• 『知への意志』ミシェル・フーコー著　新潮社　 1986（性の歴史1）
135.9/111//H　135/459//W

• 『トランスジェンダーの文化: 異世界へ越境する知』渡辺恒夫著　
勁草書房　1989　143.1/2//W

• 『性の歴史』J–L．フランドラン著　藤原書店　1992
384.7/37//H　384/189//W

• 『フェミニズムの主張』江原由美子編　勁草書房　 1992　参考文献:
巻末pvii-xvi　367.1/21//W



• 『女子割礼: 因習に呪縛される女性の性と人権』フラン・P・ホスケ
ン著　明石書店　1993 （世界人権問題叢書10）
367.8/123//H　367/527//W

• 『男でもなく女でもなく: 新時代のアンドロジナスたちへ』蔦森樹
著　勁草書房　1993　367/538//W

• 『イヴの隠れた顔』新装版　ナワル・エル・サーダウィ著　未来社
1994　367/316/B/W

• 『セクシュアリティ』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1995（日本の
フェミニズム6）参考文献・読書案内: p34-37
367.08/7//H　367/93//S

• 『エイジズム: 優遇と偏見・差別』アードマン・B．パルモア著　法
政大学出版局　1995（りぶらりあ選書）参考文献，文献補遺: 巻末
p14-29　369.26/168//H　369/829//W

• 『つくられる生殖神話 :生殖技術・家族・生命』浅井美智子，柘植あ
づみ編　制作同人社 （サイエンスハウス） 1995　所蔵なし

• 『ジェンダーの社会学』井上俊 [ほか]編　岩波書店　1995（岩波講
座現代社会学11） 各章末: 文献　361.08/23//H　361/669//S

• 『親密性の変容: 近代社会におけるセクシュアリティ，愛情，エロティ
シズム』アンソニー・ギデンズ著　而立書房　 1995　367.6/43//H

• 『アルコホリズムの社会学: アディクションと近代』野口裕二著　
日本評論社　1996　所蔵なし

• 『ジェンダーとセクシュアリティ: 「性」と「生」を考える : ワー
クブック』石元清英 [ほか]著　嵯峨野書院　1996　参考文献: 章末
367.9/1//H　367/650//W

• 『レスビアンの歴史』リリアン・フェダマン著　筑摩書房　 1996　
367.6/47//H　367/634//W



• 『セクシュアリティの社会学』井上俊 [ほか]編　岩波書店　1996（岩
波講座現代社会学10） 引用文献等: 各章末
361.08/23//H　361/669//S

• 『生殖革命と人権: 産むことに自由はあるのか』金城清子著　中央
公論社　1996 （中公新書 1288）
081.6/61//H　081/210//W　BC/1288//S

• 『生殖技術とジェンダー』江原由美子編　勁草書房　 1996（フェミ
ニズムの主張3） 参考文献: 巻末pviii-xx　367.9/4//W

• 『セクシュアル・ライツ: 人類最後の人権』山本直英編著　明石書
店　1997　参考資料: p258-263　所蔵なし

• 『第二の性: 決定版』1，2　シモーヌ・ド・ボーヴォワール著
新潮社　1997　367.2/135-1//H　367/109//S

• 『闇の中の女性の身体 :性的自己決定権を考える』若尾典子著　学
陽書房　1997 （陽SELECTION） 文献: p223-226　所蔵なし

• 『日本人は性をどう考えてきたか: クローン時代に生かすアジアの
思想』市川茂幸著　農村漁村文化協会　 1997 （人間選書 208） 参
考文献: p249-252　384.7/40//H　384/226//W　BN/208//S

• 『性と身体』石崎昇子，桜井由幾編　吉川弘文館　 1998（日本女性史
論集9） 主要参考文献: p397-398　367.21/183//H　367/665//W

• 『性現象論: 差異とセクシュアリティの社会学』加藤秀一著　勁草
書房　1998　参考文献: 巻末p13-26
367.01/134//H　367/723//W

• 『攻撃の人類学: ことば・まなざし・セクシュアリティ』D.ギルモ
ア著　藤原書店　1998　文献: p410-421 　382.36/2//H

• 『クローゼットの認識論: セクシュアリティの20世紀』E.K.セジ
ウィック著　青土社　1999　367.9/5//H



• 『セクシュアリティの歴史社会学』赤川学著　勁草書房　 1999
引用・参考一次文献: 巻末p18-63　367.9/2//H

• 『男女両性具有: 性意識の新しい理論を求めて』1，2　ジューン・
シンガー著　人文書院　1981-1982　141.9/8//H

• 『性の法律学』[正]，続　角田由紀子著　有斐閣（有斐閣選書）1991-
2001　参考文献あり　367/456//W

4.5 労働、仕事

• 『日本のワーカーズ・コレクティブ』石見尚編　学陽書房　 1986　
参考資料: p285　所蔵なし

• 『コミュニティ・ユニオン宣言: やさしい心のネットワーク』コミュ
ニティ・ユニオン研究会編　第一書林　1988　所蔵なし

• 『女性たちのバーナウト: 燃えつき症候群』ハーバード・J・フロウ
デンバーガー，ゲイル・ノース共著　コンパニオン出版　 1988
所蔵なし

• 『女性たちの生活ネットワーク: 生活クラブに集う人々』佐藤慶幸
編著　文眞堂　1988　文献: p439-443　所蔵なし

• 『女性ニュー・ワーク論』金森トシエ [ほか]著　有斐閣　1989
366.35/143//H

• 『現代日本の女性労働: M字型就労を考える』大森真紀著　日本評
論社　1990　366.35/149//H　366/982//W

• 『セクシュアル・ハラスメント』中下裕子 [ほか]著　有斐閣　1991
366.35/149//H　366/982//W

• 『女6500人の証言: 働く女の胸のうち』働くことと性差別を考える
三多摩の会編　学陽書房　1991　所蔵なし



• 『「平等」のセカンド・ステージへ: 働く女たちがめざすもの』大脇
雅子著　学陽書房　1992　所蔵なし

• 『外国人労働者論: 現状から理論へ』梶田孝道，伊豫谷登士翁編　
弘文堂　1992　文献一覧: 各章末　366.8/90//H　366/1071//W

• 『労働と資本の国際移動: 世界都市と移民労働者』サスキア・サッ
セン著　岩波書店　1992　参考文献: 巻末p1-19
366.2/301//H　366/1081//W

• 『「女が働くこと」をもういちど考える』中島通子著　労働教育セン
ター　1993　366/1137//W

• 『売春–性労働の社会構造と国際経済』タン・ダム・トゥルン著
明石書店　1993　文献:p377-404　367.7/22//H

• 『権力と労働』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1994（日本のフェミ
ニズム4）参考文献・読書案内: p24-28　367.08/7//H　367/93//S

• 『セクシュアル・ハラスメントはなぜ問題か: 現状分析と理論的ア
プローチ』鐘ヶ江春彦，広瀬裕子編著　明石書店　 1994　引用・参
考文献一覧: p267-278　所蔵なし

• 『バックラッシュ: 逆襲される女たち』スーザン・ファルーディ著
新潮社　1994　367.25/10//H

• 『日本株式会社の女たち』竹信三恵子著　朝日新聞社　 1994
366.35/224//H

• 『企業のなかの男と女』R・M・カンター著　高井葉子訳　生産性
出版　1995　366.9/60//H

• 『女性のアンペイド・ワーク国際的調査研究文献リスト』女性のア
ンペイド・ワーク研究会編刊　1995　所蔵なし

• 『コンパラブル・ワースとジェンダー差別: 国際的視角から』モー
リィ・グンダーソン著　産業統計研究社　 1995　文献目録: p143-154
366.35/230//H



• 『女性が働く社会』篠塚英子著　勁草書房　 1995　参考文献: p299-
307　366.35/233//H　366/1195//W

• 『女性のライフサイクルと就業行動』大淵寛編　大蔵省印刷局　 1995
文献: 各章末　366.35/236//H

• 『海外事例集 : 男女平等社会への道すじ : ガイドライン』東京都生
活文化局女性青少年部女性計画化編刊　 1995　367.8/126//H

• 『男女共生社会のワークシェアリング: 労働と生活の社会学』鎌田
とし子著　サイエンス社　1995 （女性社会学者による新社会学叢
書 4） 所蔵なし

• 『「生活者」とはだれか: 自律的市民像の系譜』天野正子著　中央公
論社　1996 （中公新書 1323） 文献: p241-242
081.6/61//H　081/210//W　BC/1323//S

• 『ジェンダーと人間開発』国際連合開発計画著　国際協力出版会
（古今書院） 1996 （人間開発報告書 1995） 参考文献: p153-160
R333/28//H

• 『フェミニズムと労働の間: コンパラブル・ワース運動の意義』
リンダ・ブルム著　御茶の水書房　1996　参考文献: 巻末p5-29
366.35/235//H　366/1248//W

• 『働く女たちの裁判: 募集・採用からセクシャル・ハラスメントま
で』大脇雅子 [ほか]著　学陽書房　1996　所蔵なし

• 『働く女性の心理学』第2版　馬場房子著　白桃書房　1996
366.35/90/B/H

• 『国際分業と女性–進行する主婦化』マリア・ミース著　日本経済評
論社　1997　文献: p361-376　366.35/252//H　366/295//S

• 『男女共同参画と女性労働: 新しい働き方の実現をめざして』赤岡功
[ほか]著　ミネルヴァ書房　2000 （シリーズ「女・あすに生きる」
15） 参考文献: 各章末　366.3/43//H　366.3/14//W



4.6 女性と暴力・法律・政治、DV

• 『あなたが悪いのではない: 子ども時代に性的虐待を受けた女性た
ちをカウンセリングする』リンダ・ジンガロ著　ビデオ・ドック

（木犀社） 1994　所蔵なし

• 『子どもの性的虐待: その理解と対応をもとめて』北山秋雄編
大修館書店　1994　引用文献・参考文献: 各章末　所蔵なし

• 『女性・暴力・人権』渡辺和子編著　学陽書房　 1994　367.2/60//H

• 『「家族」という名の孤独』斉藤学著　講談社　 1995　367/600//W

• 『魂の家族を求めて私のセルフヘルプ・グループ論』斎藤学著
日本評論社　1995　参考文献: 各章末　146/406//W

• 『平等への女たちの挑戦: 均等法時代と女性の働く権利』宮地光子
著　明石書店　1996　366.35/232//H　366/1243//W

• 『アダルトチルドレン・マザー: 「よい母」があぶない』橘由子著
学陽書房　1996　所蔵なし

• 『トラウマ: 「心の後遺症」を治す』デヴィッド・マス著　講談社　
1996　所蔵なし

• 『女性は裁判でどうたたかうか: アメリカ・女性の権利』アメリカ自由
人権協会著　教育史料出版会　1997　367.25/20//H　367/707//W

• 『バタードウーマン: 虐待される妻たち』レノア・E・ウォーカー著
金剛出版　1997　367.2/33//W

• 『法女性学のすすめ: 女性からの法律への問いかけ』第4版　金城
清子著　有斐閣　1997 （有斐閣選書）参考文献: p221-225
323.43/33/C/H　323/719/C/W

• 『政治と女性』黒田弘子，長野ひろ子編　吉川弘文館（日本女性史
論集2） 1997　367.21/183//H　367/665//W



• 『性・暴力・ネーション』江原由美子著　勁草書房　 1998（フェミ
ニズムの主張4） 文献: 巻末pvii-xvi　所蔵なし

• 『21世紀の男女平等法』新版　大脇雅子 [ほか]編　有斐閣　1998
（有斐閣選書） 366.35/237/B/H　366/1216/B/W

• 『女性と法』新版　大久保一徳，後藤安子著　法律文化社　 1998
参考文献: p251-255　321/759//W

• 『セクシャル・ハラスメントオブワーキング・ウィメン』キャサリン・
A・マッキノン著　こうち書房 （桐書房) 　1999　366.3/26//H

• 『心的外傷と回復』増補版　ジュディス・L・ハーマン著　みすず書
房　1999　493.7/111//H

• 『女性と政治』御巫由美子著　新評論　 1999 （シリーズ21世紀の
政治学6） 参考文献: p191-202　310.8/13//H

• 『労働とジェンダーの法律学』浅倉むつ子著　有斐閣　 2000
366.3/45//H

• 『法女性学への招待』新版　山下泰子 [ほか]著　有斐閣　2000（有
斐閣選書） 参考文献: p258-261　367.1/22//H　367.1/34//W

4.7 男性学

• 『男性学』井上輝子 [ほか]編　岩波書店　1995（日本のフェミニズ
ム 別冊）参考文献・読書案内: p34-37　367.08/7//H　367/93//S

• 『男性学入門』伊藤公雄著　作品社　1996　参考文献一覧: p358-361
読書案内: 各章末　所蔵なし

• 『男がみえてくる自分探しの 100冊』中村彰，中村正編　かもがわ
出版　1997　所蔵なし

• 『XY : 男とは何か』E・バダンテール著　筑摩書房　1997
367.04/38//H　367/116//S



• 『マンズ・ワールド: フェミニズムと男らしさのあいだで』エリス・
コーズ著　日本経済評論社　1998　367.5/4//H

　

4.8 女性の人権

• 『女子差別撤廃条約: 国際化の中の女性の地位』国際女性の地位協
会編　三省堂　1990　367/427//W

• 『女子差別撤廃条約注解』国際女性の地位協会編　尚学社　 1992　
関連参考・研究文献: p383-394　367/505//W

• 『国際連合と女性の地位向上: 1945～1996』国際連合編　国際女性
の地位協会　1996 （国際連合ブルーブック・シリーズ 第 6巻）
所蔵なし

• 『問われる女性の人権』日本弁護士連合会編　こうち書房（桐書房）
1996　所蔵なし

• 『女性と人権 :歴史と理論から学ぶ』辻村みよ子著　日本評論社　
1997　参照文献: p320-340　367.2/94//H　367/706//W

• 『女性と人権』人見康子著　慶應義塾大学出版会　 1999　主要著作
目録: p298-302　367.1/6//H

• 『女性の権利: ハンドブック女性差別撤廃条約』国際女性の地位協
会編　岩波書店　1999（岩波ジュニア新書 312）主要参照・引用文
献: 巻末p40-41　参考図書: 巻末p41-42　所蔵なし

• 『Q&Aで学ぶ女性差別撤廃条約と選択議定書』米田眞澄，堀口悦子
編著　明石書店　2002

4.9 共同参画、世界・国内の女性問題への取り組み

• 『いのちの女たちへ: とり乱しウーマン・リブ論』田中美津著　田
畑書店　1972　所蔵なし



•『ネットワーキング: ヨコ型情報社会への潮流』J．リップナック，J．ス
タンプス著　プレジデント社　1984　302.53/93//H　302/457//W

• 『恐怖の権力:＜アブジェクシオン＞試論』ジュリア・クリステヴァ
著　法政大学出版局　1984 （叢書・ウニベルシタス 137）
901/111//H　901/575//W

• 『女性解放という思想』江原由美子著　勁草書房　 1985
367.8/69/B/H　367.1/17//W

• 『「国連婦人の10年」の歩みと課題』日本女子社会教育会編刊　 1986
所蔵なし

• 『世界経済における女性』国連 INSTRAW編　東京書籍　1987
参考文献: p237-246　367.2/44//H

• 『連帯と行動　国際婦人年連絡会の記録』国際婦人年日本大会の決
議を実現するための連絡会編　市川房江記念会出版部　 1989
367/366//W

• 『血、パン、詩。』アドリエンヌ・リッチ著　晶文社　 1989
367.04/25//H　367/359//W

• 『母性を解読する : つくられた神話を超えて』グループ・母性解読
講座編　有斐閣　1991 （有斐閣選書）もっと知りたい方のために:
p263-264　367/445//W

• 『女のネットワーキング: 女のグループ全国ガイド』新版　横浜女
性フォーラム編　学陽書房　1991　R367/12//W

• 『桃色の権力: 世界の女たちは政治を変える』三井マリ子著　三省
堂　1992　310.4/386//H

• 『「男らしさ」のゆくえ : 男性文化の文化社会学』伊藤公雄著　新
曜社　1993　参考文献: p198-208　379/168//W



• 『都市と女性の社会学: 性役割の揺らぎを超えて』矢澤澄子編著　
サイエンス社　1993 （女性社会学者による新社会学叢書 3）
所蔵なし

• 『自治体の女性政策と女性問題講座: その取り組み方・創り方』
藤枝澪子 [ほか]著　学陽書房　1994　所蔵なし

• 『女性と統計: ジェンダー統計論序説』法政大学日本統計研究所，伊
藤陽一編著　梓出版社　1994　各章末: 文献　所蔵なし

• 『新フェミニスト経済学』マリリン・ウォーリング著　東洋経済新
報社　1994　参考文献: 巻末p9-22　367.2/89//H

• 『市民・政府・NGO :「力の剥奪」からエンパワーメントへ』ジョン・
フリードマン著　新評論　1995　文献: p290-308　333/1139//W

• 『女性たちの生活者運動: 生活クラブを支える人びと』天野正子 [ほ
か]編著　マルジュ社　1995　335/2756//W

• 『世界のアファーマティブアクション: 諸外国におけるアファーマ
ティブ・アクション法制（資料集）』東京都女性財団編刊　 1995　
366.2/361//H

• 『女たちがつくるアジア』松井やより著　岩波書店　 1996（岩波新
書　新赤版 462） 参考図書: 巻末p3-4
081.6/60//H　081/209//W　BIS/R-462//S

• 『ジェンダー・開発・NGO: 私たち自身のエンパワーメント』キャ
ロライン・モーザ著　新評論　1996　本書の理解を助ける日本語文
献紹介: p349-350　参考文献一覧: p351-366　367.2/84//H

• 『ナイロビから北京へ: 10年の歩み : 昭和61年度～平成7年度』
総理府編刊　1996　所蔵なし

• 『元気になりたい！女の本: 北京世界女性会議からあなたへ』Human
rights of womenの会著　日本評論社　1996　文献リスト: p173-174
所蔵なし



• 『女と男の21世紀 : 北京から日本へ』小宮山洋子著　大月書店　
1996　所蔵なし

• 『男女共同参画2000年プラン: 男女共同参画社会の形成の促進に関
する平成12年（西暦2000年）度までの国内行動計画』男女共同参
画推進本部編　総理府　1996　所蔵なし

• 『北京で燃えた女たち: 世界女性会議’95』松井やより著　岩波書店
　1996 （岩波ブックレット391） BBL/391//H

• 『北京発、日本の女たちへ: 世界女性会議をどう生かすか』アジア女性
資料センター編　明石書店　1997　章末: 参考文献　367/671//W

• 『わかりやすい男女共同参画政策と女性のエンパワーメント』川橋幸
子著　アプレコミュニケーションズ　（労働教育センター）　 1998
367.8/131//H

• 『女性と運動』桜井由幾，早川紀代編　吉川弘文館　 1998（日本女
性史論集10） 主要参考文献: p383-385
367.21/183//H　367/665//W

• 『グローバル・フェミニズム: 女性・環境・持続可能な開発』R.ブライ
ドッチ [ほか]著　青木書店 1999　参考文献: p333-378　367.1/5//H

• 『アジアの社会変動とジェンダー』田村慶子，篠崎正美編著　明石
書店　1999　367.2/101//H　367.2/4//W

• 『日本の社会政策とジェンダー: 男女平等の経済基盤』塩田咲子著
日本評論社　2000　366.3/34//H

• 『グローバル/ジェンダー・ポリティクス: 国際関係論とフェミニズ
ム』土佐弘之著　世界思想社　2000 （Sekaishiso seminar）
319/32//H　319/1293//W

• 『男女共同参画推進条例のつくり方』山下泰子, 橋本ヒロ子, 斉藤誠
著　ぎょうせい　2001　所蔵なし


